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2022 年 5 月 16 日 

各 位 

会 社 名 ユー・エム・シー・エレクトロニクス株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長   大 年 浩 太 

（コード：6615 東証プライム市場） 

問合せ先 管 理 本 部 経 理 部 部 長  一 萬 田 祐 司 

（TEL．048-724-0001） 

 

通期連結業績予想と実績値との差異、通期個別業績の前期実績値との差異、特別利益（個別）および特別

損失（個別）の計上に関するお知らせ 

 

2021 年５月 17 日に公表いたしました 2022 年３月期（2021 年４月 1 日～2022 年３月 31 日）の通期連結

予想、並びに個別実績の前期実績値と、本日公表の 2022 年３月期の実績において、差異が生じましたので

下記のとおりお知らせいたします。 

また、2022 年３月期決算において、下記のとおり特別利益および特別損失を計上しましたのでお知らせ

します。 

 

１．2022 年３月期 通期連結予想と実績値の差異（2021 年４月 1 日～2022 年３月 31）        

（１）通期連結予想と実績値の差異                   （百万円未満切捨て） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

(2021 年５月 17 日) 

 

140,000 

 

1,500 

 

1,000 

 

500 

円 銭 

17.68 

実 績（Ｂ） 134,550 1,498 2,093 1,570 55.56 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △5,449 △1 1,093 1,070  

増 減 率（ ％ ） △3.89 △0.13 109.40 214.20  

（参考）前期連結 

実績 

（2021 年３月期） 

136,179 857 1,117 △97 △5.04 

 

（２）差異の理由 

2022 年３月期の連結業績について、売上高は予想通りとなりました。損益面につきましては、営業利

益は予想通りとなりましたが、主に円安による為替差益が発生したことにより経常利益が増加しまし

た。以上により、親会社に帰属する当期純利益は前回発表値と比較して 10 億 70 百万円増加いたしまし

た。 
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２．2022 年３月期 通期個別業績の前期実績値との差異（2021 年４月 1 日～2022 年３月 31）  

（１）通期個別業績の前期実績値との差異               （百万円未満切捨て） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前期実績値（Ａ） 
 

24,072 

 

△272 

 

252 

 

△1,003 

円 銭 

△51.86 

当期実績値（Ｂ） 20,268 365 1,158 725 25.64 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △3,804 637 905 1,728  

増 減 率（ ％ ） △15.80 ― 358.05 ―  

 

（２）差異の理由 

2022 年３月期の個別業績については、売上高は車載分野における一部製品の生産終了および得意先に

おける減産等の影響により、前期実績値を下回りました。損益面につきましては、前期における販売費

及び一般管理費増加の一時的要因が消失したこと並びに今期における棚卸資産の会計上の見積りの変更

により、営業利益、経常利益が増加しました。また、前期に計上した関係会社株式評価損等が消失した

ことから、当期純利益は前期実績値と比較して 17 億 28 百万円増加いたしました。 

 

３．特別利益および特別損失の計上（個別） 

（１）特別利益の計上について 

当社の連結子会社であるUMC Electronics Hong Kong Limited（以下「香港社」といいます。）の債務超

過の解消に対応するため、香港社に対する貸倒引当金戻入額６億 96 百万円を 2022 年３月期個別決算に

おいて特別利益として計上いたしました。 

 

（２）特別損失の計上について 

当社の連結子会社であるUMC Electronics Mexico, S.A. de C.V.（以下「メキシコ社」といいます。）等に

おける債務超過額に対応するため、メキシコ社等に対する貸倒引当金繰入額 10億 23百万円を 2022年３

月期個別決算において特別損失として計上いたしました。 

 

（３）業績に与える影響 

上記の特別利益および特別損失の個別決算への計上につきましては、連結決算においては消去される

ため、連結業績に与える影響はありません。 

 

以 上 

 


